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高齢者人口の高齢化 
―平成18年中位推計― 
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2005年(実績) 2030年 2055年 

75歳～  
 1,160( 9%) 

65～74歳  
 1,407(11%) 

15～64歳  
 8,409(66%) 

～14歳  
 1,752(14%) 

総人口 
 1億2,777万人 

総人口 
 1億1,522万人 

総人口 
  8,993万人 

75歳～  
 2,266(20%) 

75歳～  
 2,387(27%) 

65～74歳  
 1,401(12%) 

65～74歳  
 1,260(14%) 

15～64歳  
 6,740(59%) 

15～64歳  
 4,595(51%) 

～14歳  
 1,115(10%) 

～14歳  
 752(8%) 

万人 万人 万人 

歳 歳 歳 

注：2005年は国勢調査結果。総人口には年齢不詳人口を含むため、年齢階級別人口の合計と一致しない。 



出典：財務省ＨＰ 

やがて「肩車型」へ～高齢者が社会の支え手になっていく必要がある 

社会全体の支え合い構造の見直しが必要 
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自立度の変化パターン 
 －全国高齢者20年の追跡調査ー 

男性 

年齢 

Graduate Decline 

(70.1%) Early Decline 

(19.0%) 

Resilient (10.9%) 

0

1

2

3

63-65 66-68 69-71 72-74 75-77 78-80 81-83 84-86 87-89

 

(70.1%) 

(10.9%) 

 

(19.0%) 

自立 

手段的日常
生活動作に
援助が必要 

基本的＆手
段的日常生
活動作に援
助が必要 

死亡 

出典） 秋山弘子 長寿時代の科学と社会の構想   『科学』  岩波書店, 2010 4 
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女性 

年齢 

Graduate 

Decline(87.9%) 

Early 

Decline(12.1%) 

0

1

2

3

63-65 66-68 69-71 72-74 75-77 78-80 81-83 84-86 87-89

 

(87.9%) 

 

 (12.1%) 

自立度の変化パターン 
 －全国高齢者20年の追跡調査ー 

自立 

手段的日常
生活動作に
援助が必要 

基本的＆手
段的日常生
活動作に援
助が必要 

死亡 

 出典)  秋山弘子 長寿時代の科学と社会の構想   『科学』  岩波書店, 2010 
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女性 

 

男性 

友人・近所の人・親戚との対面接触 

0
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3
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65～69 70～74 75～ 65～69 70～74 75～
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長寿社会に必要な要件 
 

• 自立期間（健康寿命）の延長 

 

• 弱っても安心で快適な生活環境の整備 

 

• 人の繋がりづくり 
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長寿社会のまちづくり ：コミュニティで社会実験 
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病院から在宅へ 

病院 地域 

24時間対応の訪問看護・介護 

ニーズに即した 
多様な住居 

個々の状況に応じた 
移動手段 

かかりつけ医 

高齢者を 
地域の支え手に 

遠隔医療 

情報ネットワーク 

健康情報 

薬局 

コスト 

Quality of 
Life 

(QOL) 

評 価 

プライマリケア体制 

患者学 

Quality of 
Community 

(QOC) 



わいわい食堂 

学童保育 

配食サービス 

セカンドライフの就労 

紙おむつ 
リサイクル工場 

屋上農園 

市民農園 

ファーマーズ 
マーケット 

ミニ野菜工場 
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就労の場を創る 
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柏
市
豊
四
季
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地
域
高
齢
社
会
総
合
研
究
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統
括
・運
営
組
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休耕地を利用した 

都市型農業事業 

団地敷地内を利用した 

ミニ野菜工場事業 

生活支援・生活充実事業 

移動販売・配食サービス 

建替後リニューアル団地における 

屋上農園事業 

コミュニティ食堂 

保育・子育て支援事業 

 柏市農業者有志による組合「柏農えん」 
 柏市農政課・農業委員会等 

 大和ハウス 
 ＵＲ都市機構 

ＵＲ都市機構 
（建替後の団地内への設置を検討） 

 亀井工業（温浴施設と食堂） 

 学校法人くるみ学園（柏市内法人） 
 杉浦環境プロジェクト㈱（柏市内企業） 

 柏市児童家庭部、保育課等 

 東京海上日動ベターライフサービス 
 柏市高齢者支援課、社会福祉協議会等 

農 

農 

農 

食 

保育 

支
援 
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活躍するシニア 

11 



在宅ケアシステム: Cure Care 

特別養護老人ホーム リハビリ施設 病院 

訪問看護ステーション 

在宅医療診療所 

デイケアセンター 

ケアマネジャー 

ホームヘルパーステーション 
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 サービス付きコミュニティ 

サービス付き高齢者向け住宅 

薬局 

自立棟 

介護棟 

居宅介護 

小規模多機能 

２４Ｈ訪問看護 
24Ｈ訪問介護 

子育て 

支援施設 地域交流 

スペース 
主治医 

診療所 
在宅療養 

支援診療所 

地域包括
支援ｾﾝﾀｰ 

◇イメージ図 

（株）学研ココファン 作成 
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倍になった人生 

    人生５０年 → 人生９０年 
                    

    定年後は余生 → セカンドライフ 
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    長寿社会の課題と可能性 

 

                  長寿 

 

 

              

          

       

     健康                           経済 
 


